
高校生が掃海隊群の艦艇を見学
今
回
の
艦
艇
見
学
は
、
伊
勢
湾
に
お
け
る
掃
海
訓
練
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

ん
な
で
生
活
す
る
の
は
楽
し
そ
う
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

艦
内
で
は
、
艦
長
が
指
示
を
出
す
艦
橋
の
ほ
か
、
食
堂
、
浴
室
と
い
っ
た
生
活
空

「
船
の
中
に
こ
ん
な
に
多
く
の
設
備
が
あ
る
と
知
っ
て
驚
い
た
」「
狭
い
け
れ
ど
、
み

隊
掃
海
隊
群
の
艦
艇
見
学
に
、
自
衛
官
志
望
の
高
校
生
２
人
を
引
率
し
た
。

ら
ど
」、
掃
海
艇
「
た
か
し
ま
」「
い
ず
し
ま
」
の
艦
内
一
般
公
開
が
行
わ
れ
た
。

れ
る
装
備
品
を
見
学
し
、
乗
員
の
説
明
に
興
味
津
々
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

次
に
、
一
回
り
小
さ
い
掃
海
艇
「
た
か
し
ま
」
と
「
い
ず
し
ま
」
を
見
学
し
た
。

浜
松
所
は
、
今
後
も
艦
艇
見
学
の
機
会
を
活
用
し
、
多
く
の
若
者
に
自
衛
隊
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
。

月
１
１
日
（
火
）、
蒲
郡
港
（
愛
知
県
蒲
郡
市
）
で
行
わ
れ
た
海
上
自
衛
隊
自
衛
艦

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
岸
壁
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
参
加
者
は
、
ま

参
加
艦
艇
の
中
で
最
も
大
き
な
掃
海
母
艦
「
う
ら
が
」
の
外
観
見
学
、
掃
海
艦
「
ひ

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
浜
松
出
張
所
（
所
長
・
有
吉
將
人
１
等
空
尉
）
は
２

ず
掃
海
艦
「
ひ
ら
ど
」
に
乗
艦
し
て
海
中
の
機
雷
を
除
去
す
る
掃
海
任
務
で
使
用
さ

間
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
率
的
な
設
備
の
配
置
や
清
潔
で
機
能
的
な
環
境
に
、

掃
海
艦
以
上
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
洗
練
さ
れ
た
艇
内
の
環
境
と
、
磁
気
反
応
型
機
雷
に

対
処
で
き
る
木
造
の
船
体
を
見
て
「
こ
ん
な
に
小
さ
な
船
で
重
大
な
任
務
を
こ
な
し

て
い
る
と
は
」
と
、
掃
海
艇
の
持
つ
能
力
に
驚
嘆
し
て
い
た
。

空自の輸送機で大空へ　Ｃー２体験搭乗
間
基
地
（
埼
玉
県
狭
山
市
）
で
行
わ

前
教
育
を
受
け
、Ｃ
ー
２
輸
送
機
に

ナ
ル
か
ら
は
駐
機
し
て
い
る
Ｃ
ー
２

が
っ
て
い
た
。

月
１
５
日
（
土
）、
航
空
自
衛
隊
入

加
者
を
引
率
し
た
。

を
聞
き
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

内
側
を
向
く
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
座

魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。

部
長
・
田
代
裕
久
１
等
陸
佐
）
は
２

生
か
ら
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど

れ
た
Ｃ
ー
２
輸
送
機
体
験
搭
乗
に
参

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本

到
着
後
、
引
率
の
静
岡
地
本
隊
員
か

装
が
施
さ
れ
た
Ｃ
ー
１
輸
送
機
な
ど

る
と
、
機
体
は
轟
音
を
立
て
て
勢
い

ら
地
上
の
景
色
を
眺
め
た
り
し
て
楽

行
し
、
参
加
者
は
輸
送
機
の
安
定
し

静
岡
地
本
は
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
自
衛
隊
の

１
４
人
が
参
加
し
た
。
入
間
基
地
に

輸
送
機
や
退
役
を
記
念
し
た
特
別
塗

ら
同
基
地
や
Ｃ
ー
２
輸
送
機
の
概
要

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
小
学

乗
り
込
ん
だ
。
機
体
の
壁
に
沿
っ
て

ま
た
、
待
機
場
所
の
空
輸
タ
ー
ミ

そ
の
後
、
参
加
者
は
受
付
と
搭
乗

席
に
座
り
、
安
全
ベ
ル
ト
を
装
着
す

を
見
る
こ
と
が
で
き
、「
大
き
い
」

入
間
基
地
上
空
を
約
２
０
分
間
飛

し
ん
で
い
た
。

た
乗
り
心
地
を
体
感
し
た
り
、
窓
か

け
て
い
た
。

「
か
っ
こ
い
い
」
と
い
っ
た
声
が
上

よ
く
飛
び
立
っ
た
。


